
(57)【要約】

【課題】路面の温度上昇を抑制することにより、ヒート

アイランド現象の抑制に貢献することができる方法を提

供する。

【解決手段】路面６にソーラパネル４で屋根を掛けると

ともに、地中に埋設した熱交換器１３と、路盤７内に敷

設した管路８で形成した閉回路に熱交換媒体を循環させ

、ソーラパネル４で発電した電力によって、熱交換媒体

を循環させるためのポンプを駆動することを特徴とする

。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
路 面 に ソ ー ラ パ ネ ル で 屋 根 を 掛 け る と と も に 、 地 中 に 埋 設 し た 熱 交 換 器 と 、 路 盤 内 に 敷 設
し た 管 路 で 形 成 し た 閉 回 路 に 熱 交 換 媒 体 を 循 環 さ せ 、
前 記 ソ ー ラ パ ネ ル で 発 電 し た 電 力 に よ っ て 、 前 記 熱 交 換 媒 体 を 循 環 さ せ る た め の ポ ン プ を
駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 抑 制 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 循 環 ポ ン プ の 出 力 が 、 前 記 ソ ー ラ パ ネ ル の 発 電 力 に 連 動 し て 変 化 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 抑 制 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 抑 制 方 法 に 関 し 、 さ ら に 詳 細 に は 、 道 路 に お け る 路
面 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と に よ り 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 抑 制 に 寄 与 す る 方 法 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 社 会 の 環 境 意 識 の 高 ま り と と も に 、 地 球 温 暖 化 現 象 に 対 す る 具 体 的 な 取 り 組 み が 検
討 さ れ つ つ あ る 。
東 京 都 の 例 で は 、 都 市 化 に よ り ビ ル や 道 路 な ど の 構 造 物 が 地 表 面 の ５ ３ ％ 以 上 を 覆 っ て い
て 、 真 夏 の 太 陽 の 直 射 日 光 を 吸 収 し て 輻 射 熱 を 削 減 す る こ と が で き る 面 積 が 地 方 都 市 に 比
べ て 少 な く 、 こ れ が ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 と な っ て 大 気 環 境 を 悪 化 さ せ 、 ビ ル の 排 熱 汚 染
を 増 長 さ せ る 事 態 を 招 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ビ ル に 対 し て は 、 屋 上 や 壁 面 の 緑 化 に よ る ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 対 策 が 研 究 開 発 さ れ て い
る 。 ま た 、 構 造 物 に 対 す る 熱 反 射 塗 料 の 研 究 開 発 な ど も 進 め ら れ て い る 。 他 方 、 道 路 に つ
い て は 透 水 性 ・ 保 水 性 路 盤 、 散 水 や 熱 反 射 塗 料 に よ る 方 法 が 検 討 さ れ て い る が 、 実 用 化 に
は 至 っ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
道 路 に つ い て は 太 陽 光 線 を 遮 る こ と が 路 面 温 度 上 昇 の 抑 制 に 一 番 効 果 が あ り 、 街 路 樹 に よ
る 木 陰 の ト ン ネ ル を 造 る こ と も 有 効 な 方 法 で あ る 。 し か し な が ら 、 自 然 で 景 観 に も よ い 街
路 樹 で は あ る が 、 落 ち 葉 の 処 理 や 剪 定 作 業 、 酸 性 雨 、 樹 木 の 病 気 な ど 、 維 持 管 理 に 専 門 的
知 識 や 多 大 な 費 用 が 発 生 し 続 け る こ と が あ り 、 必 ず し も 経 済 的 な 方 法 と は 言 え な い 面 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 は 上 記 の よ う な 技 術 的 背 景 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ っ て 、 次 の 目 的 を 達 成 す
る も の で あ る 。
こ の 発 明 の 目 的 は 、 路 面 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と に よ り 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 抑 制
に 貢 献 す る こ と が で き る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 の 発 明 者 は 、 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 地 下 数 十 メ ー ト
ル に お け る 地 中 温 度 は 年 中 一 定 で あ っ て 、 約 １ ５ ～ １ ８ 度 Ｃ と 低 温 で あ る こ と に 着 目 し 、
こ の 低 温 環 境 を 熱 交 換 に 利 用 す れ ば 路 面 温 度 の 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で き る こ と を 見 出 し
た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 は 上 記 の よ う な 知 見 に 基 づ く も の で あ り 、 次 の よ う な 手 段 を 採 用 し て い る 。
す な わ ち 、 路 面 に ソ ー ラ パ ネ ル で 屋 根 を 掛 け る と と も に 、 地 中 に 埋 設 し た 熱 交 換 器 と 、 路
盤 内 に 敷 設 し た 管 路 で 形 成 し た 閉 回 路 に 熱 交 換 媒 体 を 循 環 さ せ 、
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前 記 ソ ー ラ パ ネ ル で 発 電 し た 電 力 に よ っ て 、 熱 交 換 媒 体 を 循 環 さ せ る た め の ポ ン プ を 駆 動
す る こ と を 特 徴 と す る ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 抑 制 方 法 で あ る 。 こ の 場 合 、 前 記 循 環 ポ ン
プ の 出 力 が 、 前 記 ソ ー ラ パ ネ ル の 発 電 力 に 連 動 し て 変 化 す る よ う に 構 成 す る と よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 に お い て 、 温 度 上 昇 を 抑 制 し よ う と す る 路 面 は 主 と し て 道 路 の 路 面 を 対 象 と し て
い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 こ の 発 明 で 言 う 路 面 は 太 陽 輻 射 熱 に
よ っ て 温 度 上 昇 す る コ ン ク リ ー ト や ア ス フ ァ ル ト 製 の 地 表 構 造 物 の 面 を 意 味 し 、 駐 車 場 の
路 面 な ど も 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 形
態 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 側 面 図 、 図 ３ は 鉛 直 方 向 の 断 面 図 、 図 ４ は 循 環 経 路 を 模 式 的 に 示
す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 面 に は 中 央 分 離 帯 １ に よ っ て 仕 切 ら れ た ２ つ の 車 道 ２ ， ２ を 持 つ 道 路 が 示 さ れ て お り 、
３ は 歩 道 （ 又 は 路 肩 ） を 示 し て い る 。 中 央 分 離 帯 １ に は 支 持 部 材 ５ が 設 け ら れ 、 こ の 支 持
部 材 ５ に ソ ー ラ パ ネ ル ４ が 車 道 ２ ， ２ 側 に 張 り 出 す よ う に 、 す な わ ち 車 道 ２ ， ２ の 路 面 ６
（ 図 ３ 参 照 ） に 屋 根 が 掛 か る よ う に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
路 盤 ７ 内 に は 集 熱 管 で あ る 管 路 ８ が 水 平 方 向 に 埋 め 込 ま れ て い る 。 ま た 、 歩 道 ３ に は ヘ ッ
ダ ー ボ ッ ク ス ９ が 設 置 さ れ 、 こ の ヘ ッ ダ ー ボ ッ ク ス ９ に ヘ ッ ダ ー １ ０ や 循 環 ポ ン プ １ １ （
図 ４ 参 照 ） が 設 置 さ れ て い る 。 さ ら に ヘ ッ ダ ー １ ０ か ら 下 方 の 地 層 １ ２ 中 に 延 び る よ う に
、 縦 型 の 地 中 熱 交 換 器 １ ３ が 埋 設 さ れ て い る 。 管 路 ８ 及 び 地 中 熱 交 換 器 １ ３ は 循 環 ポ ン プ
１ １ に 接 続 さ れ 、 こ れ ら に よ っ て 閉 回 路 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 管 路 ８ に は 熱 交 換 の た め
の 流 体 が 封 入 さ れ 、 循 環 ポ ン プ １ １ に よ っ て 循 環 し て い る 。 な お 、 こ の よ う な 管 路 ８ 及 び
地 中 熱 交 換 器 １ ３ に よ っ て 構 成 さ れ る 閉 回 路 は 、 車 道 ２ の 延 び る 方 向 に 沿 っ て 複 数 設 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 循 環 ポ ン プ １ １ を 駆 動 す る モ ー タ １ ４ は 、 ケ ー ブ ル １ ５ を 介 し て ソ ー
ラ パ ネ ル ４ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ラ パ ネ ル ４ が 発 電 し た 電 力 に よ っ て 駆 動 す る よ う に な っ て い
る 。 循 環 ポ ン プ １ １ に よ る 循 環 能 力 は ソ ー ラ パ ネ ル ４ の 発 電 量 に 応 じ た も の と な っ て お り
、 ほ と ん ど 制 御 を し な く と も よ い の で 安 価 な シ ス テ ム と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
す な わ ち 、 太 陽 の 直 射 日 光 が 強 い （ 快 晴 で 照 射 角 度 が 路 面 に 対 し て ほ ぼ 鉛 直 ） と き は 発 電
量 が 大 き く 、 そ の た め に 循 環 ポ ン プ １ １ の 出 力 も 最 大 と な っ て 循 環 流 体 の 流 量 が 増 加 し 、
冷 却 能 力 も 最 大 と な る 。 他 方 、 日 差 し が 弱 ま る に 従 っ て そ の 逆 と な り 、 冷 却 能 力 が 低 下 し
て 夜 間 は 停 止 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ソ ー ラ パ ネ ル ４ に よ っ て 作 ら れ た 日 陰 の 路 面 は 、 ほ と ん ど 太 陽 輻 射 熱 を 受 け な い こ と か ら
、 そ の 部 分 の 温 度 上 昇 は な く な る 。 し た が っ て 、 ソ ー ラ パ ネ ル を 設 置 で き ず に 日 向 と な る
部 分 を 上 記 循 環 流 体 に よ る 冷 却 シ ス テ ム で 冷 や せ ば 、 道 路 の ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 抑 制 の
目 的 は 達 成 で き る 。 こ の 場 合 、 地 中 熱 交 換 器 １ ３ の 能 力 と し て は 、 こ れ ま で の 経 験 か ら ７
０ ～ ８ ０ Ｗ ／ ｍ 程 度 期 待 で き る の で 、 縦 型 地 中 熱 交 換 器 １ ３ の 設 置 深 度 を １ ０ ０ ｍ と す れ
ば １ 基 当 た り ７ ～ ８ ｋ Ｗ を 放 熱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
太 陽 輻 射 熱 は 極 端 に 大 き く 、 直 射 日 光 を 受 け て い る 路 面 温 度 は 夏 期 に ６ ０ 度 Ｃ を 越 え る 。
こ れ を 日 陰 を 作 ら ず に 地 中 熱 交 換 だ け で 外 気 温 並 に す る こ と は 困 難 で あ る の で 、 で き る だ
け 多 く ソ ー ラ パ ネ ル を 設 置 し て 日 陰 を 沢 山 作 る こ と が 、 道 路 に お け る ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現
象 抑 制 に 最 も 効 果 が あ り 、 そ の 結 果 と し て 発 電 量 も 多 く な り 豊 富 な 電 力 で シ ス テ ム 能 力 を
高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 余 剰 電 力 を バ ッ テ リ ー な ど に 蓄 電 し て 夜 間 の 街 灯 や 道 路 表 示
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灯 に 電 力 を 供 給 す る こ と も 可 能 と な る 。 こ の 方 法 に よ り 、 効 果 的 に 、 か つ 経 済 的 に 路 面 温
度 を 現 在 よ り も 各 段 に 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 地 中 の 状 態 は 地 中 熱 交 換 器 か ら の 放 熱 に よ っ て 熱 交 換 器 の 周 囲 温 度 が 上 昇 す る が 、
曇 り や 雨 の 日 、 夕 方 か ら 明 け 方 ま で は ソ ー ラ パ ネ ル が 発 電 し な い の で 運 転 さ れ ず 、 そ の 間
に 充 分 温 度 低 下 し て 復 元 す る の で 地 層 の 熱 機 能 的 な 劣 化 な ど の 問 題 は 生 じ な い 。 ま た 、 こ
の シ ス テ ム は 閉 回 路 で 構 成 さ れ て い る た め に 、 地 下 水 や 地 層 へ の 物 質 移 動 に 対 す る 影 響 は
全 く な い の で 、 環 境 的 に も 安 全 な 設 備 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 路 面 の 上 に 屋 根 掛 け し た ソ ー ラ パ ネ ル で 発 電 し 、 そ の
電 力 を 使 っ て 、 地 中 に 埋 設 し た 熱 交 換 器 と 、 路 盤 内 に 敷 設 し た 管 路 で 形 成 し た 閉 回 路 に 熱
交 換 媒 体 を 循 環 さ せ る の で 、 効 果 的 に 、 か つ 経 済 的 に 路 面 温 度 の 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で
き 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 の 抑 制 に 貢 献 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 の 鉛 直 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 循 環 経 路 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 中 央 分 離 帯
２ ： 車 道
３ ： 歩 道
４ ： ソ ー ラ パ ネ ル
５ ： 支 持 部 材
６ ： 路 面
８ ： 管 路
９ ： ヘ ッ ダ ー ボ ッ ク ス
１ ０ ： ヘ ッ ダ ー
１ １ ： 循 環 ポ ン プ
１ ２ ： 地 層
１ ３ ： 地 中 熱 交 換 器
１ ４ ： モ ー タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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